
 
 

大阪事務所通信リニューアル！ 

宮崎と関西・中京等との交流促進、関係人口の拡大に向けて、関西・中京等で活躍されている宮崎ゆかりの人にお話を伺いました。 
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▲昨年度のふるさと訪問（西米良村） 

▲昨年度の近畿宮崎県人会総会 
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▲昨年度の全国高校駅伝の応援 

近畿宮崎県人会では会員を募集しています。 

  詳細につきましては、近畿宮崎県人会事務局へお問い合わせください。 

（TEL）06-4256-8238 （ホームページ）https://www.kinki-mk.net 

▲貫会長の田んぼ ▲キュウリの収穫の様子 

会員募集中！ 

取
材

   



４月～８月の間に大阪事務所
管轄内で開催されたイベントを
主にダイジェストでお届けしま
す。

宮崎ファン拡大！京都の小学校で“農育”

６月15日と24日の２日間にかけて、宇治市立平盛小学校で
京都南部青果株式会社と宮崎県経済連大阪営業所とともに農育授
業を実施しました。

６月15日は３年生に対して生産量全国１位「きゅうり」の授業
と「苗定植」指導、６月24日は４年生に対して生産量全国２位
「ピーマン」の授業を実施しました。

例年、教室の中で座学をしますが、今回は新型コロナ対策とし
て屋外でホワイトボードに写真を貼りながら、それぞれの品目の
特徴等についてクイズを実施しました。

クイズを通じて、宮崎県産のきゅうりやピーマンは全国トップ
クラスの生産量であることや、普段目にしない花や葉の形につい
て学んでもらい、子供たちの興味を高めたところで苗定植に移り
ました。

初めてきゅうりやピーマンの苗を扱う子供たちが多く、定植の
際は深く植えすぎないことや、植えた後に水をしっかりかけるこ
となどを説明しながら定植作業を行いました。

例年であれば収穫時期に保護者を交えて食育授業も実施するのですが、新型コロナの影響で残念なが
ら農育のみの実施となりました。しかし、授業の中で「宮崎県のきゅうりは１番ってこと、初めて知っ
た！」、「宮崎県のピーマンザウルス知ってるよ」など子供たちの率直な意見を聞いてこちらも勉強に
なりました。また、宮崎野菜の収穫を楽しみにしながら、穴を掘り、苗を植える子供たちを見て、農育
によって宮崎のきゅうりやピーマンファンを増やしていくことの重要性に改めて気づかされました。

（中村）

■きゅうり＆ピーマンクイズ！

■苗定植の様子

■第２回週末移住相談の会場（阪急グランドビル）

宮崎ひなた暮らしUIJターンセンター大阪支部では、以前より
ご希望の多かった週末移住相談を開催しました。第１回は７月
４日(土)に宮崎ひなた暮らしUIJターンセンター大阪支部で、第
２回は８月２日（日）に阪急グランドビルにて個別の相談対応
を行いました。

新型コロナウィルス感染症拡大防止の対策として、相談は事
前予約制とし、密にならないように十分配慮しながら開催しま
した。

週末移住相談、始めました～！



みなさんは「せんべろ」という言葉をご存じでしょうか？お酒好き
な方はお分かりでしょうが、「１，０００円でべろべろに酔える」と
いう意味です。

大阪事務所が入居する大阪駅前第１ビルを含む第４ビルまでの地下
街は立ち飲み屋、角打ち、大衆酒場の天国なのです。しかも安いです。
まさに、せんべろを味わうためにあるような場所なのです。
歴史的には、戦後から大阪駅前にはこのような飲み屋がたくさんあ

りましたが、大阪駅前ビルの建設を含む大阪駅前の再開発のために、
このような地下街ができたようです。

立ち飲み屋ではビール大瓶が３００円台のところが多く、大衆酒場
ではビール中ジョッキが２００円未満のところもあります。角打ちで
はコップになみなみ注いでもらう日本酒が３００円程度からのところ
もあります。コスパ的にもお財布に優しくなっています。
そのようなビルの一角に大阪事務所はあるため、帰宅の際に地下へ

降りたら、ニシタチに降り立ったようなもの…誘惑を無視して帰れな
い職員が多くいます。でも、サクッと飲んで帰るので、飲んで「山芋
を掘る」ことはありません。

また、この地下街には宮崎ゆかりのお店もあるので、いつでも宮崎の焼酎を味わうことができます。
そして、ここ以外にも新梅田食道街や京橋、難波をはじめ、大阪には数多くの「休肝日の敵」が待ち

構えているのですが、節度ある飲酒を心掛けています。
反響があれば、次回は他の地区のレポートがあるかも…。

※角打ち…酒屋がお酒の販売をしながら立ち飲み屋も営んでいるお店
※山芋を掘る…酔っ払ってくだを巻くこと （橋本）

住所：大阪市北区梅田１-３-１-９００大阪駅前第１ビル９階 TEL：０６-６３４５-７６３１

宮崎県大阪事務所では、公式Facebookページを開設し、事務
所の取り組みなど、随時情報を更新しています！
是非、ページへの「いいね！」をよろしくお願いします。

私のおすすめ in 関西・中京 〜せんべろの街～

コロナ禍の中でしたが、募集枠が締切を待たずにいっぱいに
なり、宮崎県への移住の関心の高さが伺えました。今後も不定
期ではありますが、宮崎移住の足掛かりとなれるように、週末
の移住相談を計画しています。

開催告知と募集案内は、宮崎県大阪事務所Facebookや宮崎
ひなた暮らしUIJターンセンターHP等へ順次掲載しますので、
こちらでご確認ください。 （木村）

■相談ブース

編集後記
本号より、タイトルを「大阪通信まいど～」から宮崎弁に親しみを込めて「宮崎県大阪事務

所通信『いっちゃが』」にリニューアルしました。
また、「訪問！宮崎ゆかりの人」のコーナーをスタートしましたが、いかがでしたでしょう

か。今後も、関西・中京等で活躍されている宮崎ゆかりの方をご紹介いたします。 （甲斐）

■大阪駅前第２ビル地下１階「すし魚貴」さん

■店主さんが宮崎県出身で、宮崎の焼酎がずらり！


